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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の内視鏡管路を洗滌ブラシにより洗滌する内視鏡洗滌消毒装置において、
　上記内視鏡を洗滌するための洗滌槽と、
　該洗滌槽に配置され、上記内視鏡が載置可能な内視鏡載置部と、
　上記内視鏡が上記内視鏡載置部に設置された状態で、上記内視鏡の挿入部先端から突出
する上記洗滌ブラシに溶液を噴出して洗滌する溶液噴出部と、
　を備え、
　上記溶液噴出部は、互いに挿入部長の異なる複数の内視鏡の該挿入部長に対応した位置
に複数設けられていることを特徴とする内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項２】
　上記内視鏡載置部は、上記内視鏡を載置するためのガイド溝を有していることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項３】
　上記溶液噴出部は、上記ガイド溝に設けられていることを特徴とする請求項２に記載の
内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項４】
　上記溶液噴出部は、上記内視鏡が上記内視鏡載置部へ設置され、上記洗滌ブラシを上記
内視鏡管路へ導入する該内視鏡の基部近傍位置の上記洗滌槽に設けられていることを特徴
とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用済みの内視鏡を洗滌、及び消毒し、特に、内視鏡管路を洗滌ブラシで洗
滌する内視鏡洗滌消毒装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　体腔内の検査や治療の目的に使用される内視鏡は、体腔内に挿入される挿入部の外表面
だけでなく、挿入部内に設けられている鉗子チャンネルを兼ねる吸引管路等の各内視鏡管
路内に粘膜、血液などの体液、及び汚物が付着する。そのため、内視鏡は、使用後、挿入
部の外表面、及び内視鏡管路を充分に洗滌、消毒する必要がある。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、内視鏡の内視鏡管路を洗滌するための洗滌ブラシを備えた内
視鏡洗滌装置が開示されている。この内視鏡洗滌装置は、内視鏡の鉗子用管路（チャンネ
ル）の洗滌するためのこの鉗子用管路の奥部向かって自動的に進退を反復する洗滌用ワイ
ヤブラシと、この洗滌用ワイヤブラシの進退の反復を駆動するブラシ駆動手段と、を備え
ている。
【０００４】
　また、例えば、特許文献２には、特許文献１に記載されるような洗浄用ブラシを備えた
内視鏡洗滌装置において、落ちた体液、汚物などが内視鏡管路内に残存することがないよ
う、洗滌用ブラシの送り速度よりも速い速度で洗浄液を内視鏡管路内へ送液する内視鏡管
路の洗滌方法が開示されている。
【特許文献１】特開２００３－１０１１８号公報
【特許文献２】特開２００４－１６６１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献２の内視鏡管路の洗滌方法では、特許文献１のような内視鏡洗
滌装置に設けられた洗滌ブラシのブラシ部に付着した、体液、汚物などを完全に取り除く
ことが困難である。そのため、このような洗滌ブラシを備えた従来の内視鏡洗滌装置は、
内視鏡の洗滌後に、ブラシ部に付着した、体液、汚物などを取り除くために、人手により
、洗滌ブラシのブラシ部を揉み洗いする必要がある。
【０００６】
　従って、従来の内視鏡洗滌装置は、内視鏡を洗滌する毎に、洗滌ブラシのブラシ部を人
手により揉み洗いするという非常に面倒で煩雑な作業を伴うという問題がある。さらに、
ユーザによっては、洗滌ブラシのブラシ部の洗い方、及びその洗滌時間がまちまちで、確
実にブラシ部に付着した、体液、汚物などが確実に取り除けていないという虞がある。
【０００７】
　また、従来の内視鏡洗滌装置では、続けて別の使用済みの内視鏡を洗滌する場合に、洗
滌ブラシのブラシ部を揉み洗いする時間的なロスが生じ、内視鏡の稼働率を下げてしまう
という問題もある。
【０００８】
　よって、本発明は上述した事情に鑑みてなされたものであり、使用済みの内視鏡の特に
内視鏡管路を衛生的、かつ効率的に確実な洗滌消毒が行えると共に、それに伴う煩雑な作
業をユーザに強いることなく、且つ、内視鏡の稼働率を向上させることのできる内視鏡洗
滌消毒装置を提供することを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様の内視鏡洗滌消毒装置は、内視鏡の内視鏡管路を洗滌ブラシにより洗滌
し、上記内視鏡を洗滌するための洗滌槽と、該洗滌槽に配置され、上記内視鏡が載置可能
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な内視鏡載置部と、上記内視鏡が上記内視鏡載置部に設置された状態で、上記内視鏡の挿
入部先端から突出する上記洗滌ブラシに溶液を噴出して洗滌する溶液噴出部と、を備え、
上記溶液噴出部は、互いに挿入部長の異なる複数の内視鏡の該挿入部長に対応した位置に
複数設けられている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、使用済みの内視鏡の特に内視鏡管路を衛生的、かつ効率的に確実な洗
滌消毒が行えると共に、それに伴う煩雑な作業をユーザに強いることなく、内視鏡の稼働
率を向上させることのできる内視鏡洗滌消毒装置を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、本発明の内視鏡用操作補助装置に係る実施の形態について説明
する。　
　図１から図１７は本発明の一実施形態に係り、図１は一部上面図を含むトップカバーが
開いた状態の内視鏡洗滌消毒装置を含む内視鏡洗滌消毒システムの構成を説明する斜視図
、図２は内視鏡が洗滌槽内に収容されてトップカバーが閉じた状態の内視鏡洗滌消毒装置
を説明する斜視図、図３は内視鏡洗滌消毒装置の概略的な管路構成を示す図、図４は洗滌
ノズル着脱機構部の構成を示す上面図、図５は内視鏡保持トレーを示す上面図、図６は洗
滌槽を示す上面図、図７は内視鏡保持トレーに設けられる洗滌ノズルと、洗滌槽に設けら
れるノズルコネクタを示す断面図、図８は図７に対応した内視鏡保持トレーの挿入部収納
部に載置された内視鏡の挿入部先端から洗滌ノズルが突出した状態を示す図、図９は変形
例を示す洗滌槽に設けられた洗滌ノズルと、内視鏡保持トレーの孔部を示す断面図、図１
０は図９に対応した内視鏡保持トレーの挿入部収納部に載置された内視鏡の挿入部先端か
ら洗滌ノズルが突出した状態を示す図、図１１は内視鏡洗滌消毒装置が洗滌ノズルを洗滌
する作用を説明するためのブロック図、図１２～図１５は挿入部の長さ寸法が異なる内視
鏡が載置された内視鏡洗滌消毒システムの上面図、図１６は洗滌槽の吸引管路洗滌用ノズ
ル近傍の位置に設けられた洗滌ノズルを説明するための洗滌槽の部分上面図、図１７は図
１６に対応し、吸引管路洗滌用ノズル近傍の位置に設けられた洗滌ノズルを説明するため
の洗滌槽を横から見た側面図である。
【００１２】
　図１、及び図２に示すように本実施形態の内視鏡洗滌消毒システム１を構成する１つで
ある内視鏡洗滌消毒装置２は、装置本体３と、トップカバー４と備えている。装置本体３
の上部には、所定の深さを備えた槽部である洗滌槽５が備えられ、トップカバー４は該洗
滌槽５の開口を塞ぐように設けられている。
【００１３】
　洗滌槽５の所定位置にはトレー保持部材６が回動自在に設けられている。トレー保持部
材６には、内視鏡載置部を構成する内視鏡保持トレー１０が着脱自在に配置される。洗滌
槽５の底面所定位置には第１開閉突起７ａ、及び第２開閉突起７ｂが設けられている。
【００１４】
　そして、第１開閉突起７ａ近傍には、給水口１６ｃが設けられ、第２開閉突起７ｂ近傍
には排水口１７ｃが設けられている。給水口１６ｃからは、洗滌槽５、及び保持トレー内
に洗滌液や濯ぎ水が供給される。排水口１７ｃからは給水口１６ｃから供給された液体が
洗滌槽５外に排出される。
【００１５】
　装置本体３の正面には、各種入力操作、及び文字などの表示が可能な操作パネル８が設
けられている。
【００１６】
　トップカバー４は硬質で光透過性を有する樹脂部材、いわゆる透明樹脂部材若しくは半
透明樹脂部材で所定形状に形成されている。このトップカバー４は、洗滌槽５の所定位置
に開閉自在に設けられている。従って、ユーザは、洗滌槽５の開口をトップカバー４で閉
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塞した状態において、該トップカバー４を通して洗滌槽５内の目視観察が可能である。
【００１７】
　なお、本実施形態の内視鏡洗滌消毒装置２では、後述する内視鏡の他に開口部を有する
処置具やオーバーチューブ等の医療器具が洗滌消毒可能である。その際、各医療器具は、
専用の保持トレーに収納される。
【００１８】
　内視鏡は、専用の保持トレーである上述の内視鏡保持トレー１０に収納されて洗滌槽５
内に収容される。また、図中の一点鎖線楕円内の符号３１、３２、３３は内視鏡の各種管
路内を洗滌するための接続部材である管路洗滌用ノズルである。これら管路洗滌用ノズル
３１、３２、３３は装置本体３の内部に配設された後述する洗滌ノズル着脱機構部３０を
構成している。
【００１９】
　内視鏡洗滌消毒システム１は、内視鏡洗滌消毒装置２と、装置本体３と、内視鏡保持ト
レー（以下、トレーと略記する）１０と、医療器具である内視鏡２０とで構成される。内
視鏡洗滌消毒装置２に備えられるトレー保持部材６の保持部６ａには二点鎖線に示すよう
にトレー１０が配置される。トレー１０には、内視鏡２０が収納配置される。
【００２０】
　内視鏡２０は、基部２１と、この基部２１から延出する可撓性を有する挿入部２２とを
有して構成されている。基部２１には、送気送水管路配設部２３と吸引管路配設部２４と
が所定の距離に離間して、且つ長手軸方向基端側に向かって斜めに突出して設けられてい
る。
【００２１】
　送気送水管路配設部２３の送気送水接続口２３ａには、送気管路の端部が連結される送
気用の連結部材、及び送水管路の端部が連結される送水用の連結部材がそれぞれ配設され
る。一方、吸引管路配設部２４には、内視鏡チャンネルを構成する吸引管路２２ａだけが
配設されており、該吸引管路配設部２４の吸引用接続口２４ａには吸引管路２２ａの端部
が連結される吸引用の連結部材が配設される。
【００２２】
　なお、内視鏡検査中において、送気送水接続口２３ａには内視鏡２０に水や空気等の流
体を供給するための送気送水チューブ（不図示）が接続され、吸引用接続口２４ａには内
視鏡２０から吸引される吸引チューブ（不図示）が接続される。
【００２３】
　また、基部２１は内視鏡２０を操作する際に把持する把持部として使用され、また、内
視鏡２０をアーム等に固定する場合にはこの基部が固定部として使用される。
【００２４】
　トレー１０の上面側には内視鏡２０を所定の位置に収納配置させるガイド溝である収納
凹部１１が設けられている。収納凹部１１の形状は、収納される内視鏡２０の基部２１、
及び挿入部２２の外形形状、及び長さ寸法等を考慮して所定形状に形作られる。つまり、
トレー１０は所定の内視鏡２０が収納される収納凹部１１を備えた専用タイプとして構成
される。また、基部２１、及び挿入部２２の外形形状、及び長さ寸法の異なる、複数種類
の内視鏡を備える医療施設においては、各種類の内視鏡に対応する複数のトレー１０を用
意しても良い。
【００２５】
　具体的に、収納凹部１１には内視鏡２０の基部２１が配設される操作部収納部１２と、
内視鏡２０の挿入部２２が配設される挿入部収納部１３とが設けられている。操作部収納
部１２には内視鏡２０の送気送水管路配設部２３、及び吸引管路配設部２４が配設される
送気送水管路配設部受け部１４、吸引管路配設部受け部１５が設けられている。送気送水
管路配設部受け部１４には送気送水接続口２３ａが配設される送気送水管路用開口１４ａ
が設けられている。一方、吸引管路配設部受け部１５には吸引用接続口２４ａが配設され
る吸引管路用開口１５ａが設けられている。
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【００２６】
　操作部収納部１２の底面所定位置には洗滌水や消毒水等を給排水するための第１給排水
口１６が設けられている。挿入部収納部１３の底面所定位置には洗滌水や消毒水等を給排
水するための第２給排水口１７が設けられている。第１給排水口１６は内視鏡２０の基部
２１の基端側近傍に位置するように設けられている。第２給排水口１７は内視鏡２０の挿
入部２２の先端面側近傍に位置するように設けられている。それぞれの給排水口１６、１
７には開閉自在な蓋部材１６ａ、１７ａが設けられている。蓋部材１６ａ、１７ａは自重
、又は、自重に加えて図示しない付勢部材の付勢力によって、給排水口１６、１７が常時
、塞いだ状態に保持される構成になっている。
【００２７】
　つまり、トレー１０はトレー単体の状態において、蓋部材１６ａ、１７ａが閉じた状態
である。したがって、使用済みの内視鏡２０をトレー１０の収納凹部１１に収納配置させ
た状態のとき、内視鏡２０に付着している汚物や体液等が給排水口１６、１７から漏出さ
れることが防止される。このため、内視鏡２０をトレー１０の収納凹部１１内に収納した
状態において、内視鏡２０の運搬を衛生的に行える。
【００２８】
　本実施形態においては、第１給排水口１６から収納凹部１１に洗滌液や消毒液等が送り
込まれる。これに対して、第２給排水口１７からは、収納凹部１１内に送り込まれた洗滌
液や消毒液等が洗滌槽５内に向けて排出される。第１給排水口１６から収納凹部１１に洗
滌液や消毒液等を送り込んだとき、収納された内視鏡２０の基部２１、及び挿入部２２の
外表面等に、消毒液等が十分に行き渡るように収納凹部１１が形作られている。したがっ
て、消毒液等を収納凹部１１に送り込んだとき、内視鏡２０と収納凹部１１との間に無駄
な空間が形成されていないので少量の消毒薬による消毒を行うことができる。
【００２９】
　なお、符号１８は取付部である。取付部１８はトレー１０の長辺側一側部に設けられて
いる。取付部１８の形状は、トレー保持部材６を構成する保持部６ａの内部形状に合わせ
て、例えばＵ字状に形成される。符号１９は搬送用把持部である。搬送用把持部１９はト
レー１０の短辺側両側部にそれぞれ設けられている。搬送用把持部１９は、トップカバー
４と干渉することを防止するため、トレー１０の下面側に突出するように形作られている
。
【００３０】
　トレー１０の収納凹部１１に内視鏡２０を収納配置させるとき、基部２１に設けられて
いる送気送水管路配設部２３の送気送水接続口２３ａ、及び吸引管路配設部２４の吸引用
接続口２４ａを、送気送水管路配設部受け部１４に形成されている送気送水管路用開口１
４ａ、及び吸引管路配設部受け部１５に形成されている吸引管路用開口１５ａに係入配置
させる。このことによって、使用後の内視鏡２０をトレー１０の収納凹部１１内に所望の
状態に容易に収納配置することができる。
【００３１】
　内視鏡２０を収納凹部１１に収納後、トレー１０を、図２に示すようにトレー保持部材
６に配置する。このとき、トレー１０の取付部１８がトレー保持部材６の保持部６ａに所
定の状態に配設されていた場合、トレー保持部材６は手動、又は自動で所定方向に移動さ
れる。そして、トレー保持部材６の移動に伴って、該トレー保持部材６に配置されたトレ
ー１０が洗滌槽５内の所定位置に収容される。
【００３２】
　このとき、洗滌槽５の底面に突設されている第１開閉突起７ａが蓋部材１６ａを押し上
げて第１給排水口１６を開放状態にするとともに、第２開閉突起７ｂが蓋部材１７ａを押
し上げて第２給排水口１７を開放状態にする。また、図４に示すようにトレー１０の収納
凹部１１の送気送水管路用開口１４ａ、及び吸引管路用開口１５ａからそれぞれ突出して
配設されている内視鏡２０の送気送水接続口２３ａ、及び吸引用接続口２４ａと、送気管
路洗滌用ノズル３１、送水管路洗滌用ノズル、及び吸引管路洗滌用ノズル３３とが所定距
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離離れて所定の対向した位置関係になる。
【００３３】
　この後、トップカバー４が手動、又は自動で所定方向に移動されて、図２に示すように
洗滌槽５の開口を塞ぐ。　
　なお、洗滌槽５の開口側上面の所定位置には洗滌槽５を囲むようにパッキン５ａが設け
られている。このため、トップカバー４で洗滌槽５の開口を閉塞状態にしたとき、トップ
カバー４の一面側にパッキン５ａが密着して水密が保持される。このことによって、洗滌
消毒中において、洗滌槽５内の液体が装置本体３の外部に飛散することが防止される。符
号４ａはヒンジ部材であり、トップカバー４を洗滌槽５に開閉自在に固定している。
【００３４】
　次に、図３に基づいて、内視鏡洗滌消毒装置２の内部管路構成について説明する。　
　図３に示すように、内視鏡洗滌消毒装置２の装置本体３は、水道栓に接続される給水管
路４２により、装置内へ水道水が流入される。この給水管路４２には、水道栓側から順に
、水フィルタ４１、逆支弁４３、及び２つの３方切替弁４４，４５が介装されている。給
水管路４２は、３方切替弁４５から２つの管路４６，４７に分岐している。
【００３５】
　管路４６は、洗滌剤ボトル４８に連通しており、一方の管路４７は薬液ボトル４９に連
通している。これら各ボトル４８，４９からは、洗滌剤ボトル４８に連通する洗滌剤供給
管路５０、或いは薬液ボトル４９に連通する薬液供給管路５１により、攪拌槽５２へ洗滌
剤、或いは消毒液が流入される。
【００３６】
　つまり、水道栓からの水道水は、先ず、水フィルタ４１により、濾過される。そして、
この水道水は、給水管路４２を介して、管路４６、４７を通って、洗滌剤ボトル４８、或
いは薬液ボトル４９に流れる。その後、各ボトル４８，４９内の洗滌剤、或いは消毒液は
、この水道水により希釈され、所定濃度の溶液となって、洗滌剤供給管路５０、或いは薬
液供給管路５１を介して、攪拌槽５２へ流れる。
【００３７】
　尚、３方切替弁４４，４５は、洗滌工程、消毒工程、或いは濯ぎ工程に対応した所定の
方向へ内部の弁が、制御部２６によって自動に切り替えられる。濯ぎ工程のときには、３
方切替弁４４が給水管路４２と循環管路５７とが連通する方向に切り替えられる。そのた
め、水道水は、水道栓から循環管路５７側へ流れ、内視鏡２０の外表面、及び各種内視鏡
管路が濯がれる。
【００３８】
　攪拌槽５２は、送液管路５３の一端と接続されている。この送液管路５３は、循環管路
５７と他端が３方切替弁５６を介して接続されており、攪拌槽５２側と３方切替弁５６の
近傍の両端部に逆支弁５４，５５が介装されている。
【００３９】
　循環管路５７は、洗滌槽５の給水口１６ｃ、及び排水口１７ｃの夫々に端部が接続され
ている。この循環管路５７には、３方切替弁５６が介装された部分よりも給水口１６ｃ側
に順に循環ポンプ５８、及び２つの３方切替弁５９、６０が設けられている。
【００４０】
　３方切替弁６０は、チャンネル管路６２の一端が接続されている。このチャンネル管路
６２の他端は、２つ経路に分岐して、洗滌ノズル着脱機構部３０に接続されている。
【００４１】
　循環ポンプ５８が制御部２６の制御下で駆動されると、攪拌槽５２に貯留されている洗
浄液、或いは消毒液の溶液は、送液管路５３から３方切替弁５６を介して、循環管路５７
に流れる。そして、この溶液は、３方切替弁６０を介して、制御部２６の制御下で選択的
に給水口１６ｃ、及びチャンネル管路６２へ流れ、内視鏡２０の外表面、及び各種内視鏡
管路を洗滌、或いは消毒して、洗滌槽５に貯留される。
【００４２】
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　また、循環管路５７は、２つの３方切替弁５９，６０の間にブラシ洗滌管路７９の一端
が連通している。このブラシ洗滌管路７９には、その中途にブラシ洗滌ポンプ７８が介装
されており、他端が洗滌槽５の後述するノズルコネクタ部８５に接続されている。ブラシ
洗滌ポンプ７８が制御部２６の制御下で駆動されると、循環管路５７内を流れる洗浄液、
消毒液、或いは水道水が各工程に伴って、ノズルコネクタ部８５へ流れる。
【００４３】
　また、循環管路５７には、排水口１７ｃと３方切替弁５６の間に、排水口１７ｃから順
に、３方切替弁７６、及び逆支弁７７が設けられている。この３方切替弁７６は、排水管
路７５とも接続され、制御部２６の制御下で内部の弁が切り替えられる。従って、洗滌槽
５内の溶液は、排水口１７ｃから循環管路５７の３方切替弁７６を介して、排水管路７５
を通って、外部の排水口へ排出される。
【００４４】
　尚、３方切替弁５９には、エア供給管路７４の一端が接続されている。このエア供給管
路７４には、コンプレッサ７２、及びエアフィルタ７３が介装されている。このコンプレ
ッサ７２からのエアは、制御部２６の制御下で洗滌消毒後の内視鏡２０の外表面、及び各
種チャンネル内の水分を脱水するために、給水口１６ｃ、及び洗滌ノズル着脱機構部３０
へ送気される。
【００４５】
　また、洗滌ノズル着脱機構部３０には、その中途に、逆支弁６４、及び３方切替弁が介
装された漏水検知管路６３の一端が接続されている。この漏水検知管路６３の他端は、漏
水検知用コンプレッサ６６に接続されている。
【００４６】
　３放切替弁６５は、アルコールタンク６８内に一端が連通している管路６７の他端が接
続されている。このアルコールタンク６８には、アルコール管路６９の一端が接続されて
いる。アルコール管路６９は、他端がチャンネル管路６２と接続され、逆支弁７０が介装
されている。
【００４７】
　つまり、漏水検知用コンプレッサ６６は、制御部２６の制御下で内視鏡２０の漏水を検
知するときに漏水検知管路６３へエアを送気し、或いは内視鏡２０の各種チャンネルをア
ルコールフラッシュするときに、アルコールタンク６８内のアルコールをアルコール管路
６９、及びチャンネル管路６２へ送る。
【００４８】
　尚、洗滌槽５は、内部の異臭を消臭する脱臭フィルタ７１を介して外部と連通している
。　
　次に、図４を参照して管路洗滌用ノズル３１、３２、３３を備える洗滌ノズル着脱機構
部３０の構成を説明する。　
　図に示すように洗滌ノズル着脱機構部（以下、機構部と略記する）３０は、トレー１０
の収納凹部１１に収納配置された内視鏡２０に設けられている各種内視鏡管路と連結され
た連結部材の開口部と、内視鏡洗滌消毒装置２に設けられている２つの管路洗滌用ノズル
とを装着状態、或いはその装着状態を自動で解除するための機構である。
【００４９】
　具体的には、一度の動作で、吸引用接続口２４ａ内に設けられている吸引管路２２ａの
開口部と、内視鏡洗滌消毒装置２に設けられている吸引管路洗滌用ノズル３３とを自動的
に装着状態にするとともに、送気送水接続口２３ａ内に設けられている送気管路（不図示
）の開口部と送水管路（不図示）の開口部と、内視鏡洗滌消毒装置２に設けられている送
気管路洗滌用ノズル３１と送水管路洗滌用ノズル３２とを自動的に装着状態にする。また
、その装着状態を一度の動作で解除する。したがって、機構部３０は、洗滌槽５内に収容
されたトレー１０の操作部収納部１２に対して所定の位置関係で設けられている。
【００５０】
　尚、吸引管路２２ａ、送気管路（不図示）、及び送水管路（不図示）は、内視鏡２０の
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基部２１から挿入部２２の先端まで配設されており、挿入部２２の先端面で開口している
内視鏡管路である。
【００５１】
　機構部３０は、主に、吸引管路接続部４０ａと、送気送水管路接続部４０ｂと、ガイド
部８１を構成する一対のレール部材８１ａ、８１ｂと、例えばラッチ型ソレノイド８０と
、ノズル用ブロック８２と、で構成されている。このノズル用ブロック８２は、吸引管路
接続部４０ａ側の吸引管路ブロック８２ａと、送気送水管路接続部４０ｂ側の送気送水管
路ブロック８２ｂとからなる中空の箱体である。
【００５２】
　レール部材８１ａ、８１ｂは装置本体３の所定位置に平行に配設されてガイド部８１を
構成する。ノズル用ブロック８２は、レール部材８１ａ、８１ｂで構成されたガイド部８
１の間に、摺動自在に配置される。ガイド部８１に配置されたノズル用ブロック８２は、
洗滌槽筐体５ｂ側とその反対側とに移動自在である。
【００５３】
　ノズル用ブロック８２にはレール部材８１ａ、８１ｂに当接する摺動面と、ソレノイド
が取り付けられるソレノイド固定面と、管路洗滌用ノズル３１、３２、３３が固定される
段部を備えたノズル固定面とを備えている。ソレノイド固定面にはラッチ型ソレノイド８
０のソレノイド軸８０ａの先端部が一体的に固定されている。このノズル用ブロック８２
の背面側には、図示しない複数の接続バネの一端が連結されている。また、これら接続バ
ネの他端は、レール部材８１ａ、８１ｂのいずれか１方に連結されている。
【００５４】
　ラッチ型ソレノイド８０に設けられている取付板８１ｂは装置本体３の所定位置に固定
される。本実施形態においてラッチ型ソレノイド８０の固定位置は、内視鏡洗滌消毒装置
２が洗滌消毒待機状態のとき、ソレノイド内部の磁力によってソレノイド軸８０ａをソレ
ノイド内部に引き込んだ状態にして、ノズル用ブロック８２をラッチ型ソレノイド８０の
近傍に配置させる位置である。
【００５５】
　つまり、ノズル用ブロック８２がラッチ型ソレノイド８０の近傍に配置されている状態
のとき、ソレノイド８０内部の磁力は、弾性変形した接続バネ（不図示）の付勢力に抗し
て、ノズル用ブロック８２をラッチ型ソレノイド８０近傍に保持可能に配置させる力量で
ある。そして、ソレノイド内部の磁力が解除されると、ノズル用ブロック８２は接続バネ
（不図示）の付勢力によって洗滌槽筐体５ｂ側に移動されるようになっている。
【００５６】
　吸引管路接続部４０ａは、吸引管路洗滌用ノズル３３、吸引側緩衝バネ３９、吸引用Ｌ
字パイプ３８と、を備えて構成されている。一方、送気送水管路接続部４０ｂは、送気管
路洗滌用ノズル３１、送水管路洗滌用ノズル３２、送気側緩衝バネ３４、送水側緩衝バネ
３５、送気用Ｌ字パイプ３６、及び送水用Ｌ字パイプ３７を備えて構成されている。
【００５７】
　管路洗滌用ノズル３１、３２、３３は、それぞれノズル用ブロック８２に一体的に固定
されている。このとき、これら管路洗滌用ノズル３１、３２、３３の長手軸は例えば一平
面内で互いに平行である。
【００５８】
　吸引管路洗滌用ノズル３３は、ノズル用ブロック８２を構成する吸引管路ブロック８２
ａの前進方向（洗滌槽筐体５ｂ側）の一面にあるノズル固定面側から所定量突設している
。これに対して、送気管路洗滌用ノズル３１、及び送水管路洗滌用ノズル３２は、ノズル
用ブロック８２を構成する送気送水管路ブロック８２ｂの前進方向（洗滌槽筐体５ｂ側）
の一面にあるノズル固定面から所定量突設している。
【００５９】
　これら管路洗滌用ノズル３１、３２、３３は、洗滌槽筐体５ｂに設けられている図示し
ない透孔内を挿通して、その先端部を洗滌槽５内に突出させている。なお、符号３３ａは
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洗滌用ノズル３３を覆う被覆部と蛇腹状部とを有する弾性部材で構成された水密保持部材
であり、符号３４ａは管路洗滌用ノズル３１、３２をそれぞれ覆う被覆部と蛇腹状部とを
有する弾性部材で構成された水密保持部材である。
【００６０】
　ノズル用ブロック８２と洗滌槽筐体５ｂとの間に位置する管路洗滌用ノズル３１、３２
、３３には、それぞれ送気側緩衝バネ３４、送水側緩衝バネ３５、及び吸引側緩衝バネ３
９が介装されている。緩衝バネ３４、３５、３９は、各管路洗滌用ノズル３１、３２、３
３が送気送水接続口２３ａ内に設けられている連結部材２５ｄの開口部、及び連結部材２
５ｅの開口部と、吸引用接続口２４ａ内に設けられている連結部材２５ｆの開口部とに装
着された際の衝撃を和らげる部材である。
【００６１】
　一方、管路洗滌用ノズル３１、３２、３３の基端部には、Ｌ字パイプ３６、３７、３８
が連結固定されている。これらＬ字パイプ３６、３７、３８には図示しない送気用チュー
ブ、送水用チューブ、及び吸引用チューブがそれぞれ背面側で連結される。これらの送気
用チューブ、送水用チューブ、及び吸引用チューブは、装置内部で、それぞれチャンネル
管路６２に連通するように接続されている。
【００６２】
　また、吸引管路ブロック８２ａ内には、交換自在な洗滌ブラシ２７（図６以降参照）の
ワイヤ部２７ｂが巻回されて収容されている。このワイヤ部２７ｂは、吸引管路ブロック
８２ａ内に設けられている２つのローラ２８の各ローラ面に押圧され、吸引用Ｌ字パイプ
３８の基端部から吸引管路接続部４０ａ内に気密状態で挿通している。
【００６３】
　２つのローラ２８は、駆動ローラ２８ａと、受動ローラ２８ｂから構成されている。こ
の駆動ローラ２８ａは、そのローラ軸が図示しない減速ギヤ列を介して図示しないモータ
から回動するための駆動力が与えられている。つまり、洗滌ブラシ２７は、駆動ローラ２
８ａの回動により、そのワイヤ部２７ｂが前進、或いは後退する方向となる吸引管路ブロ
ック８２ａ内から吸引管路接続部４０ａを介して内視鏡２０の吸引管路２２ａへと送出入
される。
【００６４】
　以上説明したように、構成された本実施の形態の内視鏡洗滌消毒システム１は、管路洗
滌用ノズル３１、３２、３３から内視鏡２０の吸引管路２２ａ、送気管路（不図示）、及
び送水管路（不図示）に各工程に対応して、洗滌液、消毒液、濯ぎ水、或いは脱水用のエ
アを供給して、内視鏡２０の外表面のみならず、各種内視鏡管路を洗滌消毒する。
【００６５】
　また、内視鏡洗滌消毒システム１は、内視鏡２０の吸引管路２２ａに対して、洗滌液、
消毒液、或いは濯ぎ水の供給と共に、洗滌ブラシ２７を進退させる。従って、内視鏡洗滌
消毒システム１は、特に、粘膜、血液などの体液、及び汚物が付着する吸引管路２２ａを
確実に洗滌消毒することができる構成となっている。
【００６６】
　また、この内視鏡洗滌消毒システム１は、図５～図８に示すような構成により、洗滌ブ
ラシ２７を内視鏡２０の吸引管路２２ａ内で進退させているときに、ブラシ部２７ａの洗
滌を行うことができる。
【００６７】
　具体的には、図５に示すように、トレー１０は、ガイド溝である収納凹部１１の挿入部
収納部１３に溶液噴出部である複数のブラシ洗滌ノズル８４を有している。本実施の形態
において、ブラシ洗滌ノズル８４は、内視鏡２０の種類によって、異なる挿入部２２の長
さ寸法に合わせた位置に４つ設けられている。
【００６８】
　ブラシ洗滌ノズル８４ａは、最も、長い挿入部２２の長さ寸法を備えた内視鏡２０がト
レー１０に設置された状態において、その挿入部２２の先端面が臨む方向の近傍位置の挿
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入部収納部１３の底部に設けられている。また、ブラシ洗滌ノズル８４ｄは、最も、短い
挿入部２２の長さ寸法を備えた内視鏡２０がトレー１０に設置された状態において、その
挿入部２２の先端面が臨む方向の近傍位置の挿入部収納部１３の底部に設けられている。
【００６９】
　その他のブラシ洗滌ノズル８４ｂ，８４ｃは、所定の挿入部２２の長さ寸法を備えた内
視鏡２０がトレー１０に設置された状態において、これらブラシ洗滌ノズル８４ａ，８４
ｄは、各挿入部２２の先端面が臨む方向の近傍の位置に、挿入部２２の長い順で挿入部収
納部１３の底部に設けられている。
【００７０】
　また、図６に示すように、洗滌槽５の底部には、トレー１０が設置された状態で各ブラ
シ洗滌ノズル８４に対応した位置に本実施の形態では４つのノズルコネクタ部８５が配設
されている。つまり、洗滌槽５にトレー１０が設置された状態において、ノズルコネクタ
部８５ａがブラシ洗滌ノズル８４ａに、ノズルコネクタ部８５ｂがブラシ洗滌ノズル８４
ｂに、ノズルコネクタ部８５ｃがブラシ洗滌ノズル８４ｃに、ノズルコネクタ部８５ｄが
ブラシ洗滌ノズル８４ｄに、夫々が対応して接続される。
【００７１】
　尚、トレー１０のブラシ洗滌ノズル８４は、４つに限ることなく、１つでも、３つ、或
いは５つ以上でも良く、ノズルコネクタ部８５はブラシ洗滌ノズル８４の数と位置に対応
して、洗滌槽５に設けられる。
【００７２】
　図７に示すように、ブラシ洗滌ノズル８４は、略管路形状をしており、一端面に溶液噴
出口８７ａと、ノズルコネクタ部８５が挿嵌するコネクタ嵌合孔８７ｂと、他端部にフラ
ンジ８７ｃと、を有している。このブラシ洗滌ノズル８４は、トレー１０へ挿入部収納部
１３の背面とフランジ８７ｃが当接するように嵌着される。
【００７３】
　ノズルコネクタ部８５も略管路形状をしており、一端部分がブラシ洗滌ノズル８４のコ
ネクタ嵌合孔８７ｂへ挿嵌する嵌合部８８ａと、中途部にフランジ８８ｂと、嵌合部８８
ａの外周部に設けられ、コネクタ嵌合孔８７ｂとを気密保持するＯリング８８ｃと、を有
している。このノズルコネクタ部８５は、洗滌槽５の底面とフランジ８８ｂが当接するよ
うに嵌着され、装置内部側の端部がブラシ洗滌管路７９に接続されている。
【００７４】
　すなわち、内視鏡２０が収納凹部１１へ配置されたトレー１０が洗滌槽５に設置された
状態で、内視鏡２０を洗滌消毒する各工程時に、ブラシ部２７ａが吸引管路２２ａ内で反
復して進退され、図８に示すように、洗滌ブラシ２７のブラシ部２７ａが挿入部２２の先
端面から突出される。このときに、洗滌ブラシ２７のブラシ部２７ａには、洗滌液、消毒
液、或いは濯ぎ水の溶液がブラシ洗滌ノズル８４の噴出口８７ａから噴出される。
【００７５】
　これにより、洗滌ブラシ２７のブラシ部２７ａに付着する粘膜、血液などの体液、及び
汚物が取り除かれる。また、このとき、吸引管路２２ａには、洗滌液、消毒液、或いは濯
ぎ水の溶液が常に流入し、吸引管路２２ａの開口から流出しているため、ブラシ部２７ａ
から取り除かれた粘膜、血液などの体液、及び汚物が吸引管路２２ａ内に入り込むことが
防止される。
【００７６】
　尚、図９、及び図１０に示すように、溶液噴出部となるブラシ洗滌ノズル８７を直接、
洗滌槽５に配置し、このブラシ洗滌ノズル８７の噴出口８７ａが露出できるように、トレ
ー１０の挿入部収納部１３にブラシ洗滌ノズル８７の端部分が挿通する孔部８９を穿設し
ても良い。このブラシ洗滌ノズル８７は、フランジ８７ｃが洗滌槽５の底面に当接するよ
うに嵌着され、装置内部側の端部がブラシ洗滌管路７９に接続されている。
【００７７】
　次に、図１１～図１５を用いて、挿入部２２の長さ寸法の異なる内視鏡２０を洗滌消毒
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する際に、それらの内視鏡２０の挿入部２２から突出する洗滌ブラシ２７のブラシ部２７
ａに適した位置にあるブラシ洗滌ノズル８４ａ～８４ｄによってブラシ部２７ａを洗滌す
るときの動作の説明をする。
【００７８】
　図１１に示すように、ブラシ洗滌管路７９は、ノズルコネクタ部８５の数量分、本実施
の形態では、４つの第１～第４のブラシ洗滌管路７９ａ～７９ｄに分岐している。これら
第１～第４のブラシ洗滌管路７９ａ～７９ｄは、夫々に電磁弁９１ａ～９１ｄが介装され
ている。
【００７９】
　これら電磁弁９１ａ～９１ｄは、制御部２６により、内部の弁の開閉が制御されている
。制御部２６は、受信部９０に接続されており、この受信部９０で０の内視鏡ＩＤ２０ａ
から無線により受信した内視鏡２０各種光学系、挿入部の長さ寸法、及び各種内視鏡管路
の管路径などの内視鏡情報を読み取ることができる。
【００８０】
　制御部２６は、内視鏡２０の内視鏡情報の挿入部２２の長さ寸法から、現在設置されて
いる内視鏡２０の挿入部２２に対応したブラシ洗滌ノズル８４を選択し、その選択したブ
ラシ洗滌ノズル８４に接続されるノズルコネクタ部８５を特定する。
【００８１】
　つまり、図１２に示すように、最も長い挿入部２２の長さ寸法を有する内視鏡２０がト
レー１０の操作部収納部１２、及び挿入部収納部１３に載置されると、制御部２６は、そ
の内視鏡２０の内視鏡ＩＤ２０ａから読み取った挿入部２２の長さ寸法から、この挿入部
２２の長さに合わせて設置されているブラシ洗滌ノズル８４ａと連結されるノズルコネク
タ部８５ａを特定する。
【００８２】
　そして、制御部２６は、ノズルコネクタ部８５ａに接続されている第１のブラシ洗滌管
路７９ａの電磁弁９１ａのみを制御する。このとき、他のノズルコネクタ部８５ｂ～８５
ｄに接続されている第１～第４のブラシ洗滌管路７９ａ～７９ｄの電磁弁９１ａ～９１ｄ
は、内部の弁が閉じられた初期状態となっている。
【００８３】
　また、制御部２６は、内視鏡ＩＤ２０ａから読み取った挿入部２２の長さ寸法から、機
構部３０内のローラ２８により洗滌ブラシ２７を吸引管路２２ａへ進退させる送り量を決
定し、挿入部２２の長さに合わせて、ローラ２８を回動させるモータ（不図示）の駆動制
御を行う。このとき、制御部２６は、吸引管路２２ａに前進させる方向への洗滌ブラシ２
７の最大の送り量を洗滌ブラシ２７のブラシ部２７ａがブラシ洗滌ノズル８４ａの溶液噴
出口８７ａ上に位置するように設定する。
【００８４】
　また、制御部２６は、内視鏡２０を洗滌消毒する各工程時に洗滌ブラシ２７を吸引管路
２２ａに対して進退させ、洗滌ブラシ２７の最大の送り量となるブラシ部２７ａが挿入部
２２の先端から突出したブラシ洗滌ノズル８４ａの溶液噴出口８７ａ上に位置するとき、
所定の時間だけモータを停止させ、ローラ２８の回動を停止する。
【００８５】
　この所定の時間の間で、制御部２６は、ブラシ洗滌ポンプ７８を駆動すると共に、電磁
弁８５ａを開状態にして、洗滌液、消毒液、或いは濯ぎ水の溶液をブラシ洗滌ノズル８４
ａの溶液噴出口８７ａからブラシ部２７ａに噴出させる。
【００８６】
　次に、制御部２６は、洗滌ブラシ２７を内視鏡２０の吸引管路２２ａへ引き込むときに
、ブラシ洗滌ポンプ７８を停止すると共に、電磁弁８５ａを閉状態にして、モータを駆動
させ、ローラ２８を回動させる。
【００８７】
　こうして、洗滌ブラシ２７は、内視鏡２０の吸引管路２２ａ内に付着している粘膜、血
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液などの溶液、及び汚物を進退により充分にブラッシングして洗滌し、これら溶液、及び
汚物が付着するブラシ部２７ａがブラシ洗滌ノズル８４ａの溶液噴出口８７ａから噴出さ
れた溶液の水圧により洗滌される。
【００８８】
　尚、制御部２６は、図１３～図１５に示すように、異なる長さの挿入部２２を備えた各
種内視鏡２０の内視鏡ＩＤ２０ａから、読み取った夫々の挿入部２２の長さ寸法から、こ
れら挿入部２２の長さに合わせて近傍に設置されているブラシ洗滌ノズル８４ｂ～８４ｄ
に対応して連結されるノズルコネクタ部８５ｂ～８５ｄを特定する。これにより、制御部
２６は、洗滌ブラシ２７を内視鏡２０の吸引管路２２ａへ進退させる送り量を決定し、夫
々の挿入部２２の長さに合わせて、ローラ２８を回動させるモータ（不図示）の駆動制御
を行う。
【００８９】
　つまり、制御部２６は、吸引管路２２ａに前進させる方向への洗滌ブラシ２７の最大の
送り量を洗滌ブラシ２７のブラシ部２７ａが各種内視鏡２０の挿入部２２の長さに合わせ
て、ブラシ洗滌ノズル８４ｂ～８４ｄの溶液噴出口８７ｂ～８７ｄ上に位置するように設
定する。
【００９０】
　そして、制御部２６は、各種内視鏡２０を洗滌消毒する各工程時に洗滌ブラシ２７を吸
引管路２２ａに対して進退させ、洗滌ブラシ２７の最大の送り量となるブラシ部２７ａが
夫々の挿入部２２の先端から突出したブラシ洗滌ノズル８４ｂ～８４ｄの溶液噴出口８７
ａ～８７ｄ上に位置するとき、所定の時間だけモータを停止させ、洗滌ブラシ２７を進退
させるローラ２８の回動を停止する。
【００９１】
　そして、制御部２６は、ブラシ洗滌ポンプ７８を駆動すると共に、ブラシ部２７ａが停
止している位置にあるブラシ洗滌ノズル８４ｂ～８４ｄの電磁弁８５ｂ～８５ｄのいずれ
か１つのみを開状態にして、洗滌液、消毒液、或いは濯ぎ水の溶液をブラシ洗滌ノズル８
４ｂ～８４ｄの溶液噴出口８７ｂ～８７ｄからブラシ部２７ａに噴出させる。
【００９２】
　こうして、洗滌ブラシ２７は、各種内視鏡２０の各挿入部２２の長さが異なっていても
、吸引管路２２ａ内に付着している粘膜、血液などの溶液、及び汚物を進退により充分に
ブラッシングして洗滌し、これら溶液、及び汚物が付着するブラシ部２７ａがブラシ洗滌
ノズル８４ｂ～８４ｄの溶液噴出口８７ｂ～８７ｄから噴出された溶液の水圧により洗滌
される。
【００９３】
　以上に説明したように、本実施の形態の内視鏡洗滌消毒システム１は、内視鏡洗滌消毒
装置２に載置された内視鏡２０の外表面、及び内視鏡管路、特に吸引管路２２ａをブラッ
シング洗滌でき、さらに、挿入部２２の長さ寸法が異なる各種内視鏡２０の洗滌消毒の各
工程中に洗滌ブラシ２７のブラシ部２７ａを夫々の挿入部２２の先端から最も近傍に位置
するブラシ洗滌ノズル８４ａ～８４ｄ上に突出させて、洗滌することができる構成となっ
ている。
【００９４】
　従って、ユーザは、洗滌ブラシ２７のブラシ部２７ａを揉み洗いするという非常に面倒
で煩雑な作業を行う必要が無くなる。さらに、内視鏡洗滌消毒装置２は、洗滌ブラシ２７
のブラシ部２７ａを自動で洗滌するため、ユーザによる、洗い方、及びその洗滌時間の斑
が原因となるブラシ部２７ａへの体液、汚物などの残存を防止することができる。
【００９５】
　さらに、内視鏡洗滌消毒装置２は、洗滌ブラシ２７を洗滌しなくてもよくなるため、続
けて別の使用済みの内視鏡２０を洗滌消毒することができるため、内視鏡２０の稼動率を
向上させることができる。
【００９６】
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　尚、本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置２は、トレー１０への各ブラシ洗滌ノズル８４
、及びこれらブラシ洗滌ノズル８４に連結される洗滌槽５へのノズルコネクタ部８５の配
置位置を自由に設定できるものとする。このとき、内視鏡洗滌消毒装置２は、各種内視鏡
２０の挿入部２２の長さ寸法を内視鏡ＩＤ２０ａから取得し、洗滌する内視鏡２０の挿入
部２２の先端からさらに前方（洗滌ブラシ２７の突出側）にある最も近傍のブラシ洗滌ノ
ズル８４上に機構部３０から送り出した洗滌ブラシ２７のブラシ部２７ａを停止させて洗
滌する制御を行うようにしてもよい。
【００９７】
　つまり、内視鏡洗滌消毒装置２は、種々の長さ寸法の挿入部２２を備えた内視鏡２０の
１つを洗滌消毒する際に、挿入部２２の長さ寸法の如何に係らず、洗滌ブラシ２７のブラ
シ部２７ａを挿入部２２の先端から最も近傍のブラシ洗滌ノズル８４上に配置させて、洗
滌できる構成とすることで、上述の効果を奏することができる。
【００９８】
　また、図１６、及び図１７に示すように、さらに、ブラシ洗滌ノズル８４ｅを吸引管路
洗滌用ノズル３３と、この吸引管路洗滌用ノズル３３の先端面に対向する吸引管路配設部
２４が配置されるトレー１０の側壁の間における洗滌槽５に設けても良い。
【００９９】
　このブラシ洗滌ノズル８４ｅは、図示していないが、洗滌槽５から装置内部で電磁弁が
介装されたブラシ洗滌管路７９が直接接続されている。この電磁弁（不図示）が制御部２
６により駆動制御され、吸引管路洗滌用ノズル３３と吸引管路配設部２４の連結前、或い
は離脱時に洗滌ブラシ２７のブラシ部２７ａがブラシ洗滌ノズル８４ｅ上で洗滌される。
【０１００】
　このブラシ洗滌ノズル８４ｅによりブラシ部２７ａの洗滌工程は、内視鏡２０の各工程
の前後に行われるばかりでなく、これら各工程の途中で、吸引管路洗滌用ノズル３３を吸
引管路配設部２４から離脱させて行うようにしてもよい。
【０１０１】
　以上の各実施の形態に記載した発明は、夫々の実施の形態に限ることなく、その他、実
施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能である。さら
に、上記各実施形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件
における適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得る。
【０１０２】
　例えば、各実施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明
が解決しようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果で述べられている効果
が得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
【図面の簡単な説明】
【０１０３】
【図１】本発明の一実施形態に係り、一部上面図を含むトップカバーが開いた状態の内視
鏡洗滌消毒装置を含む内視鏡洗滌消毒システムの構成を説明する斜視図。
【図２】同、内視鏡が洗滌槽内に収容されてトップカバーが閉じた状態の内視鏡洗滌消毒
装置を説明する斜視図。
【図３】同、内視鏡洗滌消毒装置の概略的な管路構成を示す図。
【図４】同、洗滌ノズル着脱機構部の構成を示す上面図。
【図５】同、内視鏡保持トレーを示す上面図。
【図６】同、洗滌槽を示す上面図。
【図７】同、内視鏡保持トレーに設けられる洗滌ノズルと、洗滌槽に設けられるノズルコ
ネクタを示す断面図。
【図８】同、図７に対応した内視鏡保持トレーの挿入部収納部に載置された内視鏡の挿入
部先端から洗滌ノズルが突出した状態を示す図。
【図９】同、変形例を示す洗滌槽に設けられた洗滌ノズルと、内視鏡保持トレーの孔部を
示す断面図。
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【図１０】同、図９に対応した内視鏡保持トレーの挿入部収納部に載置された内視鏡の挿
入部先端から洗滌ノズルが突出した状態を示す図。
【図１１】同、は内視鏡洗滌消毒装置が洗滌ノズルを洗滌する作用を説明するためのブロ
ック図。
【図１２】同、第１の内視鏡が載置された内視鏡洗滌消毒システムの上面図。
【図１３】同、第２の内視鏡が載置された内視鏡洗滌消毒システムの上面図
【図１４】同、第３の内視鏡が載置された内視鏡洗滌消毒システムの上面図。
【図１５】同、第４の内視鏡が載置された内視鏡洗滌消毒システムの上面図。
【図１６】同、変形例を示し、洗滌槽の吸引管路洗滌用ノズル近傍の位置に設けられた洗
滌ノズルを説明するための洗滌槽の部分上面図。
【図１７】同、変形例を示し、図１６に対応した吸引管路洗滌用ノズル近傍の位置に設け
られた洗滌ノズルを説明するための洗滌槽を横から見た側面図。
【符号の説明】
【０１０４】
　　１　・・・内視鏡洗滌消毒システム　
　　２　・・・内視鏡洗滌消毒装置　
　　５　・・・洗滌槽　
　　１１・・・収納凹部　
　　１２・・・操作部収納部　
　　１３・・・挿入部収納部　
　　２０・・・内視鏡　
　　２１・・・基部　
　　２２・・・挿入部　
　　８４・・・ブラシ洗滌ノズル　

【図１】 【図２】
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